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　浜通りを、以前の状態に戻すことだけではな
く、新たなものを築き上げていきたいと考えてい
ます。そう言った意味でも、まだまだ道半ばでは
ありますが、私共もこの新たなシステムの実用化・
事業化を通じて、地元・地域の新たな雇用創出と
活性化への一助になれるよう、技術力をもってそ
の実用化を目指します。

日本オートマチックマシン株式会社
機械事業部／阿部雄一、椎根和彦、古小高智也、山本善幸、鈴木清一

　平成 28 年度に、材料加熱炉・搬送ロ
ボット・サーボプレスを導入し、試作シ
ステムの立ち上げを行い、サンプルを製
作、展示会で展示し、数社から関心が寄
せられました。
　平成 29 年度は、製品熱処理炉を導入
し生産システムを完成させ、展示会等で
要望があった部品の製作を進めました
が、成型解析技術が十分で無かったため
思ったような効果が出ませんでした。
　今年度は、岩手大学と共同して開発を進
め、成型解析からの製品試作を行うことに
より、セレーションが付いた軸受の製作を
行い、成型条件を得ることができました。

　半凝固鋳鍛成型システムの実用化・事
業化は、雇用の拡大につながるとともに、
地元・地域パートナー企業への新たな仕
事量増大にも貢献します。
　また、新素材・新工法に関連する技術
の更なる高度化は、多分野の有力メー
カーとの結び付きをもたらし、地元・地
域の高校等の教育機関の優秀な人材の地
元雇用への道を拡大し、多様な企業の誘
致の糸口になる可能性も秘めており、地
元・地域経済へ波及効果が、様々な形で
生まれて行くと考えます。

　鋳鍛成型の生産システムを 2019 年中に実用
化を目指し、市場へ投入する計画です。
　浜通り地域において鋳鍛成型システム・製品
の事業化を達成した場合、新工場設立 2025 年、
投資額約 5 億円、新規雇用者数 20 名前後、売
上約 10 億円等の波及効果が見込まれます。

　高温の半凝固スラリーを金型に挿入しプレスで成型する工法です。
通常の鍛造では材料を温めて、大きな加圧力のプレスで成型しますが、
鋳鍛成型法では、材料が半凝固状態 ( やわらかい状態まで加熱した材料 )
のため、小さな加圧力のプレスで成型出来る特徴があります。この省
エネ効果は製品のコスト、設備コストに大きく影響し、お客様の要求
に応えることが可能になります。

　従来のダイカスト鋳造では、お客様から要求
される、強度・軽量化・低コストに応えること
ができません。
　半凝固鋳鍛成型の技術的な実現性は確認され
ていますが、実用化には至っていません。

ロボットを活用した半凝固鋳鍛成型の
生産システム実用化開発

実施期間：2016年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市

　アルミを素材にしたダイカスト鋳造は大量生産が可能となるのがメリットですが、不良品発生率が高く、生産
時に「す」が入り強度が弱いなど、いくつかの問題があります。これを解決するのが半凝固鋳鍛成型法です。ア
ルミ合金を電磁攪拌により半凝固スラリーとしたもので、それを加熱しプレスで成型する工法です。半凝固鋳鍛
成型法で自動車部品などを生産するシステムの開発と成型条件の探求を進めています。

日本オートマチックマシン株式会社
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　” 見えない放射線を可視化する ”̶これは放射線から人を守ることはもちろん、その場所がどのくらい放射性物
質で汚染されているのかを知るためにも重要です。環境中に飛散した放射性物質の分布を迅速かつ簡便に測定す
ることを目的として、放射線の “ 見える ” 化を図る新型放射線イメージャーを開発し、ドローンに搭載して里山や
住宅地の複雑な地形において放射性物質の分布を 3D可視化する技術を確立しました。

実施期間：2016年度～ 2018 年度　実用化計画開発実施場所：南相馬市、大熊町、双葉町、富岡町、楢葉町

無人飛行体をプラットフォームとする放射線分布の
3D可視化技術の開発

　放射線の飛来方向を検知可能な測定器としてガンマ線イメージャー
がありますが、従来品は数十 kg と重たいものでした。本事業では小型・
低消費電力かつ高感度な放射線センサーに加えて、小型集積回路を採
用することにより、ドローンに搭載可能な数 kg の測定器を製作しまし
た。併せて、ガンマ線イメージャーで取得した放射性物質のイメージ
を地形の 3D モデルと統合することにより、放射性物質を３次元的に
可視化する技術を開発しました。この可視化技術により、複雑な地形
に沈着した放射性物質の分布を、詳細にかつ迅速に測定することが可
能となり、除染計画の立案に役立てることが出来ます。

　一般的に放射線量の測定に使用されるサーベ
イメータは、放射線の飛んできた方向が分からな
いため、放射性物質の分布を正確に把握するこ
とが困難でした。ドローンを用いて放射性物質の
3D 分布を取得するにあたり、放射線が飛んでき
た方向を検知可能な小型・軽量な放射線測定器
の開発と、放射性物質のイメージを地形の 3D モ
デルに統合する技術の開発が課題でした。

　現在、福島県帰還困難区域屋外環境にて実証
試験と製品化に向けた操作性向上を進めてお
り、2019 年度中の製品化を予定しています。
本装置はシステム化を浜通り企業が担ってお
り、浜通りでの試験実施・製品化を通して先端
技術の発信を行うとともに、将来的には、国内
の原子力発電所・自治体等に防災ツールとして
の配備を見据えています。

　本装置の販売及び本装置を使用した放
射線分布測定サービス業務の実施を検討
しています。販売は 2019 年度中の開始
を目指し、ドローン等資機材の購入や、
浜通りでの測定業務に必要な人材の雇用
など、浜通りの経済活性化に寄与してい
きます。

　これまでに、小型・軽量なコンプトン
カメラ（ガンマ線イメージャーの一種）
を製作し、ドローンと組み合わせた遠隔
放射線可視化システムを試作しました。
既に浜通り地域（帰還困難区域）におい
て本装置の実証試験を進めており、地表
面の複数個所に沈着した放射性物質を上
空から可視化することに成功していま
す。加えて、放射性物質の位置・形状を
3D で可視化するソフトウェアを開発し
ました。これらの技術を融合することに
より、従来難しかった放射性物質の３次
元的な位置特定を遠隔で実施可能となり
ました。

小澤慎吾

（株）千代田テクノル
原子力事業本部

（国研）日本原子力研究開発機構
廃炉国際共同研究センター

新宮一駿 佐藤優樹 寺阪祐太

　本事業の開発成果を通じ、浜通り地域から世界
に誇れるロボット技術・センシング技術を発信す
るとともに、国内外の秀でた関連技術を有する企
業・研究機関と連携して浜通りの復興に貢献でき
る技術開発を継続していきたいと考えています。

国立研究開発法人
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2018年度版　浜通りの未来を拓く実用化開発プロジェクト　　福島県地域復興実用化開発等促進事業




